
（様式第２号） 

SDGs 達成に向けた宣言書（要件１） 

 

   令和 7 年 12 月 1 日 

 

所在地 南アルプス市有野３２９４ 

企業名 清水建設興業 株式会社 

代表者 代表取締役 清水 信之 

 

当社は、SDGs の内容を理解し、SDGs 達成に向けた方針及び取組を下記のとおり宣言します。 

記 

SDGs 達成に向けた経営方針等 

当社は、美しい水の産地である南アルプスの自然保全等の工事を中心に、地域に密着した建設業を営

み、事業活動を通じて「持続可能な開発目標（SDGs）」の達成に貢献し、持続可能な社会の実現に努め

ます。 

 

３側面 

（主な分

野にレ） 

SDGs 達成に向けた重点的な取組 2030 年に向けた指標 

重点的な取組及び 

指標の進捗状況 

登録年月日：令和 6 年 12 月 1 日 

☐環境 

✓社会 

✓経済 

安全で快適な社会基盤の創造 

・一級土木施工管理技士等の施工

管理に必要な資格取得を推進 

・質の高い工事の施工、管理 

・ICT、建設 DX 化の推進 

1 級土木施工管理技士

試験合格者 

現状：４人 

2030 年：5 人 

１級土木施工管理 

 技士：4 人 

 技士補：２人 

３D-CAD システム

導入 

(進捗率) 

30％ 

✓環境 

☐社会 

☐経済 

自然環境保護に向けた事業活動 

・廃棄物の適切な処理 

・現場事務所の太陽光発電システ

ムの導入 

・LED 化 

全ての現場事務所に太

陽光発電システムを設

置 

現状：20％ 

2030 年：100％ 

太陽光発電システム導

入現場：50％ 

(進捗率) 

50％ 

☐環境 

✓社会 

☐経済 

安全対策を徹底した労働環境 

・アプリ導入による勤怠管理 

・安全講習会受講、安全会議開催 

・安全、技術に係る資格取得支援 

現場管理に必要な資格

の追加取得(年平均) 

現状：1.0 個/人  

2030 年：1.3 個/人 

勤怠管理アプリ：導入

済 

必要資格追加取得数： 

1.0 個/人 

(進捗率) 

50％ 

 

2030 年の目指す姿 

ICT,DX や自然エネルギー等の利用を促進し、現場管理の効率化と化石燃料使用の削減を目指す。 

 

 

 

 


